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の印刷費の財源となっています。

広報

こっちを向いてよ、ワンちゃん！（動物ふれあい教室：黒川小、1 月 31 日）
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心
と
体
の
健
康
は
、
正
し
い
食
習
慣
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
食
育
に
よ
る
人
間
形
成
の
視
点
か
ら
、
食
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、

賞
味
期
限
の
偽
装
問
題
や
中
国
製
ギ
ョ
ー
ザ
中
毒
事
件
な
ど
に
よ
り
、
食
の
安
全・

安
心
へ
の
関
心
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
万
里
市
は
、
平
成
17
年
２
月
に
食
の
ま
ち
づ
く
り
宣
言
を
行
い
、
昨
年
４
月

に
は
、
食
の
ま
ち
づ
く
り
月
間
（
２
月
）
の
制
定
や
食
の
安
全
・
安
心
、
地
産
地

消
の
推
進
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
な
ど
食
の
ま
ち
づ
く
り
全
般
を
取
り
入
れ

た
『
食
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
』
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
現
在
、
朝
ご
は
ん
運
動
や
食
育
、
健
康
づ
く
り
な
ど
、
幅
広
い
分
野

に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
市
内
の
『
食
』
に
関
す
る
取
り
組
み
を
通
し
て
、
食
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
べ
て
い
ま
す
か

朝
ご
は
ん
。

親子で作る朝ごはんゴンクール市長賞 ( 小学生の部 )
二里小学校５年・本山萌衣さん･澄子さん親子の作品

安
全
！ 

安
心
！

広
が
る
『
食
の
ま
ち
づ
く
り
』

特
集
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ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
人
を
年
齢
で
み
る
と
、

20
〜
30
歳
代
の
若
年
層
が
高
く
な
っ
て
お

り
、
食
べ
な
い
理
由
と
し
て
は
、「
習
慣
に

な
っ
て
い
る
」「
食
欲
が
な
い
」
と
答
え
た

人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
児
童
や
生
徒
の
朝
食
の
摂

取
状
況
（
表
２
）
を
み
て
も
、
全
国･

県
に

比
べ
「
朝
食
を
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
」
人
の

割
合
は
非
常
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
市
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
『
テ
レ
ビ
消
し
・
早

寝
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
』
運
動
や
、
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
地
道
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

家
庭
に
お
け
る
食
事
に
関
す
る
考
え
方
が
改

善
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

啓
成
中
学
校
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
市

と
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
指
定
を
受
け
、『
食
育

と
生
活
の
リ
ズ
ム
お
よ
び
基
本
的
な
生
活
習

慣
の
定
着
を
め
ざ
し
て
〜
家
庭
・
学
校
の

が
っ
ち
り
ス
ク
ラ
ム
〜
』
を
テ
ー
マ
に
、
食

育
の
研
究
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
５
月
と
12
月
に
長
崎
県
の
管

理
栄
養
士
村
元
淑
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

『
学
力
ア
ッ
プ
・
体
力
ア
ッ
プ
』
の
講
習
会

を
開
催
。
そ
の
中
で
「
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る

こ
と
が
何
よ
り
大
切
。
特
に
、
具
だ
く
さ
ん

の
み
そ
汁
や
野
菜
を
中
心
に
食
べ
る
こ
と
が

学
力
ア
ッ
プ
、
体
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
」

と
の
話
が
あ
り
、
そ
こ
で
実
際
に
生
徒
た
ち

に
理
想
的
な
朝
ご
は
ん
を
味
わ
っ
て
も
ら
お

う
と
、
12
月
10
日
か
ら
17
日
ま
で
の
土
日
を

除
く
６
日
間
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
と
な
り
生
徒

た
ち
に
朝
ご
は
ん
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
当
番
の
保
護
者
が
早
朝
６
時

か
ら
学
校
で
調
理
し
、
登
校
し
た
各
学
年
２

ク
ラ
ス
ず
つ
の
生
徒
が
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
朝

ご
は
ん
を
食
べ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
栄
養

満
点
の
献
立
に
「
授
業
に
集
中
で
き
た
」「
１

日
中
元
気
に
過
ご
せ
た
」
と
、
改
め
て
朝
食

の
大
切
さ
を
体
で
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
生
活
リ
ズ
ム
調
査
で
は
、
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス

が
よ
い
食
事

を
と
っ
て
い

る
生
徒
が
大

幅
に
増
え
て

い
る
と
い
う

結
果
が
出
て

い
ま
す
。

　

昨
年
の
７
月
と
９
月
、
市
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
男
女
１
０
０
０
人
と
、
市
内
の
小
学

６
年
生
、
中
学
３
年
生
、
高
校
２
年
生
を
対

象
に
『
食
事
や
食
育
に
関
す
る
意
識
調
査
』

を
行
い
ま
し
た
。

▼
調
査
結
果
を
分
析
し
て
み
る
と

　

20
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
調
査
（
表
１
）

で
、『
朝
ご
は
ん
食
べ
て
い
ま
す
か
』
の
問

い
に
「
朝
食
を
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
」
と
答

え
た
人
の
割
合
（
欠
食
率
）
は
6.4
％
と
、
全

国
・
県
に
比
べ
る
と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

朝
ご
は
ん
に
関
す
る
意
識
調
査

　
　

 
家
庭
で
の
考
え
方
が

　
　
　
　

 

改
善
さ
れ
て
い
ま
す

　

現
在
、
朝
ご
は
ん
の
取
り
組
み
は

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
保
護
者
と
学
校

が
協
力
し
て
行
わ
れ
た
、
啓
成
中
学

校
の
朝
ご
は
ん
運
動
の
取
り
組
み
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

啓
成
中
学
校
の

　

 『
朝
ご
は
ん
運
動
』
の
取
り
組
み

　
　

保
護
者
が
早
朝
の
校
内
で
調
理

　
　

生
徒
は
朝
食
の
大
切
さ
を
体
で
実
感栄養･愛情いっぱいの朝ごはん

　　　　　特集　安全！安心！広がる食のまちづくり

■朝食をほとんど食べていない（年代別）　  欠食状況

■朝食を食べている ( 児童･生徒 )　　    摂取状況
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　国見中学校２年生の（写真左から）
峯なな子さん、長谷川晴加さん、幸
松文香さんが、１月 26 日と 27 日、
茨城県つくば市で開かれた全国中学
生創造ものづくり教育フェア【あな
たのためのおべんとう】コンクール
に県代表として出場しました。
　３人は、伊万里の特産『梨』が入っ
た豆腐ハンバーグや寒天ゼリーなど
ヘルシーでアイデアあふれる弁当を
出品し、調理方法や工夫点などをプ
レゼンテーションしました。

　地元の食材でつくる地球にやさし
いエコクッキング教室が、１月26日、
市民センターでありました。
　『台所』をテーマに行われた省エネ
講座には、小学生の親子など約 30
人が参加。料理に無駄な流通を省い
た地産地消の食材を取り入れるこ
とや、野菜をゆでた後の残り
湯は、まな板や包丁の消毒、
食器洗いに使用するなど、
参加者は環境を考えた調理
法を学びました。

全
国
あ
な
た
の
た
め
の
お
べ
ん
と
う
コ
ン
ク
ー
ル

　

国
見
中
生
徒
が
県
代
表
で
自
慢
の
お
弁
当
を
出
品

地
球
に
や
さ
し
い
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

環
境
を
考
え
た
調
理
法
を
実
践

調理後の残ったお湯でまな板を消毒

広がる 〜安全･安心〜

食のまちづくり
　現在、市内において食を生かしたまちづくりが、市民団体や地域、
行政などあらゆる方面で広がりをみせています。ここでは、市内で
の主な取り組みなどをご紹介します。

　農村レストラン開設に向
け、豊富な伊万里産食材を
使った薬膳メニューの研究
･開発が行われています

　健康づくりに料理を役立
ててもらおうと、各種団体
による料理教室などの講座
が開催されています

　食文化の向上をめざし、
伊万里牛ハンバーグや伊万
里梨の銘菓など農畜産加工
品の開発が行われています

　川内野地区の『元気鍋』
など各地域において、食を
生かしたまちおこしが行わ
れています

　学校給食において、ふる
さと食材伊万里の日を定
め、地産地消の推進などが
図られています

ふるさと薬膳レストラン

健康づくり料理教室

伊万里名物料理の開発

畑の中のレストラン

川内野名物『元気鍋』

ふるさと食材伊万里の日

　生産者と消費者との交流
や農業体験などを通して、
地元農産物への理解や愛着
が深められています
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　「手間がかかるが、食べると美味しい」
郷土料理は、日本人の体に一番あった
料理だと思います。わたしたち食生活
改善推進協議会推進員は、これからも
子どもたちや高齢者の方々とのふれあ
いを通し、郷土料理を伝承していかな

ければと思っています。
　来年は、食生活改善推進協議会の創
立 40 周年を迎え、記念に郷土料理のレ
シピ集を出版するよう現在準備を進め
ています。

伊
万
里
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

犬
塚
玲
子
会
長

郷土料理を伝承していきたい

　

今
年
度
、
財
団
法
人
日
本
食
生

活
協
会
が
選
ぶ
食
生
活
改
善
の
最

高
賞
で
あ
る
『
南
・
賀
屋
賞
』
を

受
賞
さ
れ
た
、
伊
万
里
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
（
犬
塚
玲
子
会

長
）
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

食
生
活
の
改
善
を
通
し
て
健
康

づ
く
り
活
動
を
積
極
的
に
展
開
す

る
同
協
議
会
は
、
昭
和
44
年
に
結

成
以
来
、
各
世
代
に
応
じ
た
地
域

住
民
へ
の
普
及
活
動
を
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
郷
土
料
理
の
お
い
し
さ

を
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
よ
う
と
料

理
教
室
の
開
催
や
、
高
齢
者
の
自

立
促
進
な
ど
望
ま
し
い
食
生
活
の

普
及
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、『
食
の
ま
ち
づ
く
り
宣
言
』

の
策
定
や
『
た
っ
し
ゃ
か
体
操
』

の
創
作
・
普
及
に
も
参
画
し
、
こ

れ
ら
食
の
改
善
に
よ
る
健
康
づ
く

り
の
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

子どもたちに郷土料理のおいしさを
伝えようと料理教室を開催

食
生
活
改
善
の
最
高
賞
『
南
み
な
み
・
賀か

や屋
賞
』
を
受
賞

伊
万
里
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
取
り
組
み

　　　　　特集　安全！安心！広がる食のまちづくり

　
『
地
域
が
支
え
る
食
と
農
』
と
題

し
た
講
演
会
の
中
で
、
講
師
の
民

俗
研
究
家
・
結
城
登
美
雄
さ
ん
（
写

真
上
）
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
郷

土
料
理
の
大
切
さ
や
、
食
へ
の
感

謝
の
心
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　

実
践
発
表
で
は
、
黒
川
小
学
校

５
年
の
出
雲
正
浩
さ
ん
と
、
山
代

中
学
校
の
藤
村
順
子
先
生
と
２
年

生
の
生
徒
５
人
か
ら
、
学
校
で
取

り
組
ん
だ
野
菜
づ
く
り
の
体
験
談

や
、
校
内
で
の
食
育
活
動
に
つ
い

て
の
紹
介
が
あ
り
、
会
場
を
訪
れ

た
人
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
親
子
で
作
る
朝
ご
は
ん

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
小
･
中
･
高
校

の
３
部
門
に
計
27
組
の
親
子
な
ど

が
参
加
。
ど
の
朝
ご
は
ん
も
地
元

の
食
材
や
旬
の
野
菜
が
ふ
ん
だ
ん

に
使
わ
れ
て
お
り
、
自
慢
の
朝
ご

は
ん
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
塚
部

市
長
や
講
師
の
結
城
さ
ん
ら
が
、

食
材
選
び
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、
手

軽
な
ど
を
基
準
に
審
査
し
、
最
高

賞
の
市
長
賞
に
は
、
二
里
小
学
校

５
年
の
本
山
萌
衣
さ
ん
･
澄
子
さ

ん
親
子
、
国
見
中
学
校
３
年
の
山

口
沙
織
さ
ん
･
歌
子
さ
ん
親
子
、

伊
万
里
高
校
１
年
の
松
永
安
奈
さ

ん
･
久
美
子
さ
ん
親
子
が
選
ば

れ
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

◀
市
長
賞
【
高
校
生
の
部
】

　

伊
万
里
高
校
１
年

　

松
永
安
奈
さ
ん
・
久
美
子
さ
ん
親
子

◀
市
長
賞
【
中
学
生
の
部
】

　

国
見
中
学
校
３
年

　

山
口
沙
織
さ
ん
・
歌
子
さ
ん
親
子

◀
市
長
賞
【
小
学
生
の
部
】

　

二
里
小
学
校
５
年

　

本
山
萌
衣
さ
ん
・
澄
子
さ
ん
親
子

ヘルシー麦ごはんほか

地元の旬の食材を取り入れながら
子どもから大人まで満足のできる
献立を考えてみました。

体においしい簡単朝ごはん

自宅で採れた新鮮な野菜ばかりを
使って調理しました。たまごとじ
をつくるところが大変でした。

野菜たっぷり朝ごはん

祖父が畑で作っている野菜で献立
を考えました。ミニトマト以外は
全部家にあるものを使いました。

食のまちづくりフォーラム
　『食のまちづくり月間』推進中の２月３日、食のまちづくりフォーラムが
立花公民館で開催されました。
　『見つめよう考えよう「食」のあり方』をテーマに開かれたフォーラムでは、
民俗研究家の結城登美雄さんによる基調講演や、野菜づくりに取り組んだ
黒川小学校と山代中学校の児童生徒らによる実践発表、親子で作る朝ごは
んコンクールなどがありました。

食への感謝の心を伝えてほしい



62008.3



7 2008.3

佐賀県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ
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昨
年
の
敬
老
の
日
に
88
歳
・
90

歳
・
99
歳
・
100
歳
以
上
の
人
に
交

付
し
た
『
伊
万
里
市
つ
る
・
か
め

敬
老
祝
商
品
券
』
の
使
用
期
限
は

３
月
31
日
で
す
。
ま
だ
使
用
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
早
め
に
使
用

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
事
業
者
が
行
う
商

品
券
の
換
金
期
限
は
４
月
10
日

（
必
着
）
で
す
。
請
求
漏
れ
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先　

長
寿
社
会
課
高
齢
福
祉
・

介
護
認
定
係
（
☎
㉓
２
１
５
５
）

期
限
間
近
！
ご
使
用
は
お
早
め
に

■
日　

時　

４
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜

■
会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

■
講　

師　

杉
山
邦
博
さ
ん

（
日
本
福
祉
大
学
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
長
・
客
員
教
授
）

■
演　

題　

道
を
極
め
た
男
た
ち

　

〜
放
送
席
か
ら
見
た
50
年
〜

■
入
場
料　

千
円
（
全
席
自
由
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

市
民
セ
ン

　

タ
ー
・
各
町
公
民
館
・
市
民
図

　

書
館
・
国
見
台
公
園
管
理
事
務

　

所
・
教
育
委
員
会
体
育
保
健
課

※
席
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で

　

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
は
売
り
切
れ

　

し
だ
い
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
ま
す

※
当
日
は
駐
車
場
が
不
足
し
ま
す

　

の
で
、
で
き
る
だ
け
相
乗
り
ま

　

た
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

　

の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い

■
問
合
先　

伊
万
里
市
体
育
協
会

　

事
務
局
（
教
育
委
員
会
体
育
保

　

健
課
内
）（

☎
㉓
３
１
８
７
）

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象

者
は
、

①
75
歳
以
上
の
人
全
員
（
75
歳
の

　

誕
生
日
か
ら
資
格
取
得
）

②
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
で
一

　

定
の
障
害
が
あ
り
、
佐
賀
県
後

　

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認

　

定
を
受
け
た
人
（
認
定
日
か
ら

　

資
格
取
得
）

で
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
（
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
。）

は
、
現
在
加
入
中
の
国
民
健
康
保

険
や
社
会
保
険
か
ら
脱
退
し
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
人
で
老
人
保
健
制
度
の
障
害
認

定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
伴

い
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
が
、
本
人
か
ら

の
申
し
出
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
行
し
な
い
こ
と
も
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

長
寿
社
会
課
医
療
保

　

険
係
（

☎
㉓
２
１
５
３
）

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　

合
（
☎
０
９
５
２　

８
４
７
６
）

各医療保険
（国民健康保険や社会保険など）

後期高齢者医療制度

かかった医療費の３割

かかった医療費の１割
（平成 21 年４月から２割）

※現役並み所得者は３割

かかった医療費の１割

※現役並み所得者は３割

各医療保険がそれぞれの保
険料率で賦課し、加入者（世
帯主など）は、各医療保険
に納付します

広域連合が県内一律の保険
料率で個人単位に賦課し、
加入者は年金天引きまたは
納付書で市に納付します
※保険料額は７ページに掲載

医療機関での
自己負担割合

※１か月の医療費の自己
負担限度額は世帯の所得
などにより異なります

65 歳〜
　69 歳

70 歳〜

　74 歳

保　険　料
（国民健康保険は保険税）

※医療費に公費負担のある人は自己負担額が異なる場合があります
　詳しくは各公費の担当窓口にお問い合わせください

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
障
害
認
定
に
つ
い
て

65
歳
〜
74
歳
で
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
？

医療保険制度と後期高齢者医療制度との比較表

比　　較
項　　目

つる・かめ敬老祝商品券
元 NHK アナウンサー

杉 山 邦 博 さ ん

64

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索 82008.3

3 月末まで
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※休日・延長窓口では、届け出の内容によって、他の事業

　所や官公庁などが休みのため問い合わせができず、対応

　できない場合がありますのでご了承ください

※住民基本台帳ネットワークサービスに関連する次の業務

　は取り扱いできません

　□住民票の広域交付

　□住民基本台帳カードの交付

　□電子証明書の交付

　□住民基本台帳カードを使った付記転入・転出届の受付

３月・４月は、入学・就職・転勤などによる引っ越しのシーズンで、窓口が大変混み合います。
通常の業務時間にご来庁できない人は、どうぞ、休日窓口や延長窓口をご利用ください。

　

　①印鑑（認印）　②転出証明書（伊万里市外からの転入の

人のみ）　③国民健康保険証、介護保険被保険者証、老人医

療受給者証など（該当する人のみ）

　なお、転入・転出・転居などの手続きの際に、届出人の

本人確認が必要となりました。運転免許証やパスポート、

住基カードなど写真付きは１点、保険証、年金証書、預金

通帳などは２点をご持参ください。

◆土曜・日曜開庁日時
　3 月 29 日（土）、30 日（日）、4 月 5 日（土）、6 日（日）の

　4 日間　いずれも午後 1 時から 5 時まで
◆取扱業務
　市民課　窓口業務全般。ただし旅券発給事務は交付のみ

　税務課　税務諸証明の交付・納税相談

３月末と４月初めの
土曜・日曜を開庁します

◆延長日時
　3 月 31 日（月）～ 4 月 4 日（金）午後７時まで

◆取扱業務
　市民課　窓口業務全般

　　　　　旅券発給事務（申請および交付）

　税務課　税務諸証明の交付・納税相談

平日の窓口業務を
午後７時まで延長します

住所変更の手続き（転入・転出・転居）に必要なもの

 休日・延長窓口では取り扱いできない業務があります

これは便利！

①伊万里市から他市町村へ転出する場合の転出証明書
　の発行は、引っ越し日の２週間程度前から手続きで
　きます。引っ越しが決まったら早めの手続きを！
②月曜日（休日明けの日）は、混雑が予想されます。
　手続きをお急ぎでない場合は、別の曜日をお選びい
　ただくとスムーズに手続きできます。
③比較的混み合わない、朝早い時間帯（８時 30 分～
　10 時）のご利用をお勧めします。

混雑を避けるポイント！
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福
田
重
治
さ
ん
（
伊
万
里
市
出

身
、
福
岡
市
在
住
）
が
紺
綬
褒
章

を
受
章
さ
れ
、
２
月
６
日
に
市
役

所
で
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
刀
な
ど
10
点
の
貴
重
な
文

化
財
（
推
定
評
価
額
520
万
円
）
を

伊
万
里
市
に
寄
付
さ
れ
、
こ
の
度

の
受
章
と
な
っ
た
福
田
さ
ん
は
、

「
ふ
る
さ
と
伊
万
里
の
役
に
た
て

れ
ば
」
と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

む
ら
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
」
と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
か
ら
は
、
元
気
な

農
業
経
営
部
門
で
大
川
町
の
宮
本

明
治
さ
ん
・
啓
子
さ
ん
夫
妻
、
さ

が
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
部
門
で
J
A

伊
万
里
ア
ス
パ
ラ
部
会
が
優
良
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

川
内
野
集
落
が
『
佐
賀
農
業
賞
』
を
受
賞

魅
力
あ
る
『
む
ら
』
づ
く
り
部
門
で
最
高
の
栄
誉

　

佐
賀
県
が
主
催
す
る
『
平
成
19

年
度
佐
賀
農
業
賞
』
の
魅
力
あ
る

『
む
ら
』
づ
く
り
部
門
に
東
山
代
町

川
内
野
集
落
が
選
ば
れ
、
２
月
８

日
、
関
係
者
が
市
役
所
を
訪
れ
塚

部
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

佐
賀
農
業
賞
は
、
食
と
農
の
絆

き
ず
な

づ
く
り
な
ど
魅
力
あ
る
む
ら
づ
く

り
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
農
業
者

や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
川

内
野
集
落
は
、
自
然
条
件
や
地
域

資
源
を
生
か
し
、
創
意
工
夫
を
重

ね
て
『
黒
米
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
住

民
総
出
の
元
気
な
む
ら
づ
く
り
』

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
受
賞

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

代
表
者
の
平
川
敏
男
区
長
は

「
こ
れ
か
ら
も
住
民
が
誇
り
と
愛

着
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
豊
か
な

伊万里市指定ごみ袋に掲載する 広告を募集します
あなたの会社・団体の事業活動を PR しませんか

【広告を掲載するもの】
　平成 20 年度中に作製する『伊万里市指定ごみ袋』の『可
燃物用（大）』127 万枚（予定）

【広告の大きさおよび色】
　１枠＝縦６㌢×横 36 ㌢、青色１色刷り

【募集枠数】　３枠（原則１枠での応募とします）
※応募数が少ない場合は、２または３枠の掲載が可能で
　す。希望する場合は生活環境課にお尋ねください
※応募多数の場合は、広告掲載取扱要領に基づき、市で
　選考します

【掲 載 料（広告料金）】　１枠 10 万円
【掲載を開始する時期】　９月頃から店頭にて販売予定
【応募方法】
　広告掲載取扱要領をお読みのうえ、申込書に広告の原
稿を添えてご応募ください。広告掲載取扱要領および申
込書は生活環境課に用意しています。また、市のホーム
ページからダウンロードできます。

【応募期限】　３月 31 日（月）
※募集する公告は、公共性、品位を損なうおそれがない
　ものなど一定の制限を設けています。詳しくは下記ま
　でお問い合わせください

【申込・問合先】
　生活環境課リサイクル推進係（ ☎㉓２１４５）

塚部市長（左端）に受賞を報告する（右
から）松本啓吉生産組合長、平川区長、
川久保國緒夢耕房農産加工グループ代表

福田重治さん

市に貴重な文化財を寄付

福
田
重
治
さ
ん
に

紺

綬

褒

章

伊
万
里
市
出
身
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市
内
に
は
江
戸
時
代
を
中
心

に
築
か
れ
た
古
窯
跡
が
約
80
か

所
あ
り
ま
す
。
古
窯
跡
や
そ
こ

か
ら
出
土
す
る
陶と

う
へ
ん片
は
、
陶
磁

研
究
を
す
る
た
め
の
重
要
な
資

料
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
の
骨こ

っ
と
う董

ブ
ー

ム
で
、
陶
片
を
狙
っ
て
貴
重
な

古
窯
跡
を
破
壊
し
、
さ
ら
に
は

周
囲
の
石
垣
を
崩
し
た
り
、
植

林
し
た
木
の
根
元
を
掘
る
な
ど

の
盗
掘
被
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
古
窯
跡
な
ど
の
遺
跡
を
掘

る
と
き
は
、
事
前
に
県
教
育
委

員
会
へ
届
け
出
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
盗
掘
は
も
ち
ろ
ん
、
土

地
の
所
有
者
や
研
究
者
で
も
勝

手
に
掘
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

19
年
３
月
に
窯
跡
保
存
対
策
協

議
会
を
発
足
さ
せ
、市
民
、警
察
、

行
政
が
連
携
し
て
、
古
窯
跡
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
り
、
盗

掘
防
止
の
警
告
看
板
を
設
置
し

た
り
、
被
害
に
あ
っ
た
古
窯
跡

の
埋
め
戻
し
な
ど
の
保
護
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
盗

掘
を
見
か
け
た
ら
、
市
教
育
委

員
会
ま
た
は
警
察
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

古
窯
跡
や
陶
片
な
ど
の
埋ま

い
ぞ
う蔵

文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
を
明
ら
か
に
す
る
大
切
な
宝

で
す
。
市
民
み
ん
な
で
守
り
ま

し
ょ
う
。

古こ

窯よ

う

跡せ

き

の
盗と

う

く

つ掘

〜
地
域
の
宝
を
市
民
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
〜

伊
万
里
市
の
文
化
財
（
番
外
編
）

◆
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
☎　

３
１
８
６
）

◯23

　

今
も
昔
も
、
家
々
で

子
ど
も
た
ち
は
い
ろ

い
ろ
な
『
手
伝
い
』
を

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
世
の

中
が
便
利
に
、
生
活
が
楽
に
な
っ

た
せ
い
か
、
そ
の
中
身
は
だ
い
ぶ

変
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
今
は
手
伝
い
で
「
風

呂
を
入
れ
る
」
と
い
っ
て
も
多
く

の
場
合
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
お
湯

が
出
て
、
10
分
も
待
て
ば
お
湯
が

た
ま
っ
て
終
わ
り
で
し
ょ
う
。
私

（
30
代
）
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
畑

を
耕
し
た
り
、
ま
き
割
り
を
す
る

こ
と
が
『
手
伝
い
』
で
し
た
。
冬
、

近
所
の
海
岸
で
雪
が
ち
ら
つ
く

中
、
震
え
な
が
ら
白
菜
を
何
十
個

も
洗
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
当
時
は
、
そ
う
い
っ

た
手
伝
い
が
嫌
い
で
し
た
が
、
今

考
え
る
と
、
こ
う
い
っ
た
経
験
で

肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
鍛
え
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
『
き

つ
さ
』『
暑
さ
』『
寒
さ
』
な
ど
を

経
験
す
る
こ
と
で
、
親
の
苦
労
や

働
い
て
い
る
人
の
大
変
さ
が
わ
か

り
、『
親
へ
の
感
謝
』
や
『
人
へ
の

思
い
や
り
』
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

昔
の
手
伝
い
は
、
今
の
手
伝
い

よ
り
か
な
り
大
変
で
し
た
が
、
子

ど
も
は
そ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

生
活
が
楽
に
な
る
反
面
、
そ
う

い
っ
た
『
機
会
』
が
減
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
転
ん
だ
経
験
が
な
け

れ
ば
、
そ
の
痛
さ
は
わ
か
ら
な
い

し
、
転
ん
だ
人
に
「
大
丈
夫
？
」

と
声
を
か
け
る
行
動
に
も
つ
な
が

ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
に
は
『
楽
し
い
こ
と
』

『
や
り
た
い
こ
と
』
だ
け
で
な
く

様
々
な
体
験
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

『
手
伝
い
』
か
ら
学
ぶ
大
切
さ

　

１
月
27
日
に
、
波
多
津
町
畑
津

に
あ
る
国
指
定
重
要
文
化
財
『
田

嶋
神
社
』
で
防
火
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
文
化
財
防
火

デ
ー
（
１
月
26
日
）
の
取
り
組
み

の
一
環
で
、
祖
先
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
大
切
な
文
化
遺
産
を
守

る
た
め
、
地
域
住
民
、
消
防
団
、

消
防
署
が
合
同
で
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
日
は
「
不
審
火
に
よ
る
社

務
所
か
ら
の
出
火
を
付
近
の
住
民

と
消
防
団
員
が
発
見
し
た
」
と
の

想
定
で
、
参
加
者
138
人
が
素
早
い

動
作
で
初
期
消
火
か
ら
119
番
通

報
、
消
防
車
の
出
動
、
消
火
・
延

焼
防
止
ま
で
の
一
連
の
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

訓
練
の
後
、
松
永
彰
則
消
防
長

が
「
文
化
財
を
大
切
に
す
る
心
と
、

防
火
・
防
災
意
識
を
持
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

貴
重
な
文
化
遺
産
を
火
災
か
ら
守
る

田
嶋
神
社
で
文
化
財
防
火
訓
練

小型動力ポンプ付き積載車などでの放水の模様

盗掘のため深く掘られた穴



伊万里の梅料理は、がばいうまか梅
ばい

！

色艶やかな琉球の舞と音色を堪能

　今年度 10 回目の畑の中のレストランがありました。
今回のテーマは『梅』。市内外から参加した 40 人は、
木須町の伊万里梅園で『梅の花見』を楽しんだ後、梅パ
スタや梅の香り揚げなど JA 伊万里梅部会女性部の皆さ
んのアイデアいっぱいの梅料理の数々を満喫しました。

　沖縄琉球舞踊の公演が黒澤明記念館サテライトスタ
ジオでありました。これは、唐津市にある沖縄伝統芸
能を鑑賞する会が、同施設の活用と琉球文化に触れて
もらおうと主催。来場者は、沖縄情緒あふれる音色と
色艶やかな衣装をまとった踊り手の舞を堪能しました。
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　障害者やその家族が直接運営に参加し、市民との交
流を深める『ふれあい ( 障害者 ) 文化祭』が市民セン
ターで開催されました。施設などで頑張る姿を自分の
言葉で伝える体験発表、文化ギャラリーに展示された
手芸・工芸などの作品展の表彰式が行われたほか、伊
万里中学校ブラスバンド部や伊万里少年少女合唱団な
どが出演した『ふれあいコンサート』では、会場にた
くさんの笑顔があふれ、楽しい文化祭となりました。

たくさんの笑顔で『ふれあい文化祭』

中島啓江さんと過ごした温
あった

かい時間
　歌手の中島啓江さんを迎え、いまり浪漫大学第４回
講座が市民会館で開かれました。亡くなられたお母さ
んや故郷・鹿児島への思いなどを優しく語りかけなが
ら、『母さんの歌』『ふるさと』などを温かく歌い上げ
る啓江さんに受講生はうっとりと聞き入っていました。

1.26

2.16

1.27

1.24

伊万里中学校ブラスバンド部の
楽しいアトラクション

美しいひな壇をはじめ、たくさ
んの自信作が並べられた作品展



犬ってかわいいネ『動物ふれあい教室』
　NPO 法人さが動物支援センターによる『動物ふれあ
い教室』が黒川小学校で開かれました。「犬は人の何倍
鼻が利く？」などの動物クイズや犬の生態・しつけを
学んだ後、ラブラドールレッドリバーやポイプードル
などのかわいい犬５匹と楽しく触れ合いました。

『食と農のゆくえ』山下惣一さん講演会
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　唐津市在住で農と自然を探求し続ける作家・山下惣一
さんの講演会が市民図書館でありました。『食と農のゆ
くえ』と題した講演では、中国製ギョーザ中毒事件など
タイムリーな話題を交えながら、会場を埋め尽くした人
たちに食の安全や地産地消の重要性などを訴えました。

全国大会出場！頑張れ山代中卓球部
　３月 29 日から茨城県で始まる全国中学選抜卓球大
会に出場する山代中学校男子卓球部８人が市役所を訪
れました。県大会で優勝し全国大会への切符を手にし
た生徒たちは、岩永教育長の激励に対し、「佐賀県代表
としてベストを尽くします」と熱い抱負を語りました。

完璧料理！サバの味噌煮は男に任せろ
　今年度４回目となる『男の料理教室』が市民センター
で開かれました。『和食』をテーマに、参加した 28 人
の受講生は伊万里迎賓館の前田亮馬先生の指導を受け、
サバの味噌煮などにチャレンジ。振り塩やアク取りな
どの小技を駆使し、おいしい『自信作』が完成しました。

　

福
岡
市
西
区
の
マ
リ
ノ
ア
シ
テ
ィ
福
岡
に

あ
る
『
九
州
の
ム
ラ
市
場
』
で
『
伊
万
里
・
松

浦
ど
っ
ち
も
う
ま
か
祭
i
n
福
岡
２
０
０
８
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
伊
万
里
市
と
長
崎
県
松
浦
市
が

共
同
で
開
い
た
物
産
展
で
、
両
市
は
『
環
・

伊
万
里
湾
核
都

市
研
究
会
』
を

設
置
し
て
、
県

境
を
越
え
た
連

携
の
可
能
性
な

ど
を
探
っ
て
お

り
、
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
が
実
現

し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
伊

万
里
特
産
の
野

菜
や
各
種
加
工

品
、
松
浦
特
産
の
サ
バ
寿
司
や
ふ
ぐ
刺
な
ど

を
中
心
に
50
品
目
を
超
え
る
品
々
が
所
狭
し

と
並
べ
ら
れ
、
大
勢
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
中
で
も
１
日
200
杯
限
定
の
『
伊

万
里
牛
の
小
ね
ぎ
丼
』
は
大
人
気
で
、
２
日

と
も
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　

伊
万
里
の
特
産
品
の
数
々
を
大
い
に
P
R

す
る
と
と
も
に
、
松
浦
市
と
の
『
連
携
』
が

一
層
深
ま
っ
た
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

2.10

1.31

2.12

2.14

1.26 27
『
ど
っ
ち
も
う
ま
か
祭さ
い

』
大
盛
況

福
岡
で
強
力
コ
ラ
ボ
！
伊
万
里
市
＆
松
浦
市

・・
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園
児
ら
の
砂
山
三
つ
木
の
芽
晴
れ

見
さ
く
れ
ば
樹
々
は
緑
の
波
と
な
り
揺
ら
ぎ
出
だ

さ
ん
春
の
山
体

立
花
町
東
円
蔵
寺

松
尾　

昭
良

中
西　

信
行

山
代
町
久
原
一
区

　

現
在
、
市
内
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
入
所
中
の
ユ
キ
さ
ん

は
、
明
治
41
年
１
月
30
日
生
ま
れ
。

若
い
こ
ろ
の
数
年
間
、
大
坪
小
学

校
な
ど
で
教
師
を
さ
れ
、
後
に
は

市
の
婦
人
会
活
動
に
も
献
身
的
に

取
り
組
ま
れ
、
婦
人
会
会
長
な
ど

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

顔
色
も
よ
く
病
気
知
ら
ず
の
ユ

キ
さ
ん
は
、
食
べ
物
の
好
き
嫌
い

も
な
く
何
で
も
食
べ
「
３
度
の
食

事
を
し
っ
か
り
と
っ

て
、
食
べ
過
ぎ
な
い

こ
と
」
が
長
生
き
の

秘
け
つ
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
「
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
百
寿
メ
ダ
ル

を
首
に
か
け
て
も
ら

う
と
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
ユ

キ
さ
ん
は
笑
顔
で
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　

前
山
ユ
キ
さ
ん
（
木
須
東
）
が

め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
２
月
４
日
、
塚
部
市
長
か

ら
88
番
目
と
な
る
百
寿
記
念
メ
ダ

ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

節
分
の
日
を
前
に
２
月
１
日
、

市
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
７
か
所

で
、
消
防
士
に
よ
る
防
火
の
講
話

と
豆
ま
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
消
防
本
部
北
分
署

と
東
分
署
が
、
幼
年
期
に
お
け
る

防
火
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

黒
川
幼
稚
園
に
は
、
北
分
署
の

消
防
士
が
ふ
ん
し
た
赤
鬼
の
『
火

遊
び
鬼
』
が
現
れ
、
園
児
た
ち
と

ご
対
面
。
大
き
な
こ
ん
棒
を
手
に

歩
き
回
る
身
長
約
２
㍍
も
あ
る
鬼

の
迫
力
に
、
思
わ
ず
泣
き
出
す
園

児
も
い
ま
し
た
が
、み
ん
な
で
「
鬼

いつまでもお元気で

前山ユキさん

木 須 東

百寿メダル贈呈百寿メダル贈呈

は
外
、
福
は
内
。
火
遊
び
は
し
ま

せ
ん
」
と
叫
び
な
が
ら
、
新
聞
紙

を
丸
め
た
『
豆
』
を
元
気
に
投
げ

つ
け
鬼
退
治
を
し
ま
し
た
。

　

豆
ま
き
が
終
わ
る
と
、
火
の
用

心
を
約
束
し
、
鬼
と
仲
直
り
の
握

手
を
し
た
園
児
た
ち
は
、
笑
顔
で

記
念
撮
影
を
楽
し
み
ま
し
た
。

黒
川
幼
稚
園
で
『
防
火
豆
ま
き
』

　

鬼
と
約
束
「
火
遊
び
し
ま
せ
ん
！
」

　

１
月
24
日
、
東
山
代
小
学
校
の

５
年
生
48
人
と
伊
万
里
農
林
高
校

生
物
生
産
科
で
草
花
を
専
攻
す
る

３
年
生
７
人
な
ど
が
、
国
道
204
号

沿
い
の
歩
道
に
ビ
オ
ラ
の
花
苗
を

植
栽
し
ま
し
た
。

　

両
校
は
６
年
前
か
ら
、
植
物
の

栽
培
な
ど
を
通
し
て
学
校
ふ
れ
あ

い
交
流
活
動
を
続
け
て
お
り
、
こ

の
日
は
、
地
元
ふ
れ
あ
い
町
づ
く

り
推
進
協
議
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な

大
切
に
育
て
た
ビ
オ
ラ
の
花
が

 

『
長
浜
ロ
ー
ド
』
を
彩
る

ど
約
50
人

も
参
加
。

昨
年
か
ら

同
小
学
校

で
大
切
に

育
て
て
き
た

苗
約
２
５
０
０

鉢
を
、
国
道
両
側

の
花
壇
や
街
路
樹
の
根
回
り
に
て

い
ね
い
に
植
え
込
み
、
色
鮮
や
か

な
『
長
浜
ロ
ー
ド
』
に
な
り
ま
し
た
。
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地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
。

地
域
住
民
が
、
愛
着
と
親
し
み
を
も
っ
て

公
民
館
に
集
い
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
相

互
の
連
帯
感
を
強
め
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
各
町
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
地

域
の
発
展
と
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
の
た

め
に
、
町
の
理
想
像
な
ど
を
掲
げ
た
『
町

民
憲
章
』
な
ど
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

二里町

多
た

久
く

島
しま

 智
とも

子
こ

さん (19 歳 )

★
お
仕
事
は

　

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
伊
万
里
店
に

勤
め
て
、
３
月
で
１
年
に
な
り

ま
す
。新
商
品
の
勉
強
な
ど
日
々

大
変
で
す
が
、
楽
し
い
先
輩
ば

か
り
で
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。
お
す
す
め
機
種
や

お
す
す
め
プ
ラ
ン
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ね
!!

★
趣
味
は

　

音
楽
鑑
賞
で
す
ね
♬

★
休
日
の
過
ご
し
方
は

　

仕
事
上
、
休
日
が
不
規
則
で
す

が
、
彼
が
休
み
を
合
わ
せ
て
く

れ
て
、
一
緒
に
買
い
物
な
ど
に

出
か
け
て
い
ま
す
♥

★松島町

★いて座・Ｏ型
　
『
♬
オ
ッ
パ
ッ
ピ
ー
』
が
得
意
な

奈
々
で
す
。
今
わ
た
し
の
一
番
の

お
気
に
入
り
は
、
パ
パ
か
ら
買
っ

て
も
ら
っ
た
ド
ラ
イ
ヤ
ー
と
ブ
ラ

シ
の
セ
ッ
ト
。
こ
れ
で
み
ん
な
の

髪
を
セ
ッ
ト
し
て
あ
げ
て
い
る
ん

だ
♬
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
い
つ
も
公
園
に
連
れ
て
行
っ
て

遊
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♥

葉
は

山
や ま

 奈
な

々
な

ちゃん

　

い
つ
も
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
奈
々
。
素
直
で
み
ん
な
に
愛
さ

れ
る
子
に
な
っ
て
ネ
♥

★直樹・素子さんの長女

★松浦町下平

(　　)１歳
９か月

伊万里ふたさと館

■
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　

町
の
中
央
に
位
置
す
る
二
里
小

学
校
。
そ
の
校
庭
に
あ
る
イ
チ
ョ

ウ
の
若
葉
に
古
子
滝
フ
ジ
を
あ
し

ら
い
、町
の
色
で
あ
る
橙
色
で
『
二

里
』
の
文
字
を
し
た
た
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
二
つ
の
里
か
ら
成
り

立
つ
二
里
町
と
、
町
内
に
住
む
老

若
男
女
を
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
で
表

し
、
フ
ジ
は
そ
の
心
と
心
を
つ
な

ぐ
絆

き
ず
な

を
意
味
し
ま
す
。

■
町
木　

イ
チ
ョ
ウ

■
町
花　

フ
ジ

15

愛称

町のシンボルマーク

　

 
二
里
町
民
憲
章

　

私
た
ち
二
里
町
民
は
、
先

人
た
ち
の
築
い
た
足
跡
を
道

標
と
し
て
、
水
と
緑
豊
か
な

郷
土
の
自
然
環
境
を
守
り
、

　

に
相
努
め
「
明
る
く
、
活

力
あ
る
豊
か
な
ふ
た
さ
と
の

創
造
」
を
目
指
し
ま
す
。

初夏には見事な花を咲かせる『古子滝フジ』
樹齢 300 余年といわれています

一
、
人
間
性
豊
か
な
人
づ
く
り

一
、
連
帯
感
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り

一
、
未
来
を
拓
く
夢
づ
く
り
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３月の市民スポーツ

３月の町民スポーツ

２日（日）
●牧島町民グラウンドゴルフ大会
　８時30分開会　牧島小学校
●大坪地区ニュースポーツ

アジャタ大会
　９時 開会　大坪公民館
９日（日）
●東山代町民ニュースポーツ大会
　８時30分開会　東山代小学校ほか

２日（日）
●県中学校区対抗剣道大会
　９時35分開会　東陵中学校
２日（日）〜
●市軟式野球春季選手権大会
　９時開会　国見台野球場ほか
２日（日）、９日（日）
● 2008 伊万里カップサッカー大会
　９時開会　国見台球技場ほか
９日（日）
●市少年剣道大会
　９時開会　国見台武道館
16 日（日）
●市民ソフトテニス大会
　９時開会　国見台庭球場
●各町対抗

　卓球・ラージボール卓球大会
　９時開会　国見台体育館
20 日（祝）
●伊万里さわやかスポーツ

レクリエーション祭
　９時開会　国見台体育館ほか

　

２
月
３
日
、
９
日
の
２
日
間
、

第
21
回
伊
万
里
市
小
学
生
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
国
見
台

体
育
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
市
内
の
14
小
学
校

か
ら
450
人
が
参
加
。
保
護
者
な
ど

大
勢
の
観
客
の
応
援
を
受
け
、
男

子
25
チ
ー
ム
、
女
子
20
チ
ー
ム
で

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
男　

子
】

■
優　

勝　

東
山
代
小
A

■
準
優
勝　

立
花
小
A

【
女　

子
】

■
優　

勝　

東
山
代
小
A

■
準
優
勝　

大
坪
小
A

伊
万
里
市　

  

総
合
４
位
で
ゴ
ー
ル

　

16
市
郡
13
チ
ー
ム
の
代
表
選
手

が
全
34
区
間
２
９
８
・
２
㌔
を
襷
で

つ
な
ぐ
『
第
48
回
郡
市
対
抗
県
内
一

周
駅
伝
大
会
』
が
２
月
15
日
か
ら
17

日
ま
で
の
３
日
間
、
早
春
の
肥
前
路

を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
１
日
目
、
４
区
永
益

邦
弘
選
手
、
６
区
平
山
竜
成
選
手
、

７
区
斉
藤
裕
樹
選
手
が
区
間
賞
を

獲
得
す
る
活
躍
を
見
せ
、
伊
万
里

は
日
間
５
位
に
つ
け
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
12
区
平
山
竜
成
選

手
の
２
日
連
続
区
間
賞
（
区
間
新
）

小
学
生
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
！

東
山
代
小
２
年
連
続

第 48 回 郡 市 対 抗

県内一周駅伝

襷
たすき

愛
あ い

平
山
竜
成
選
手　
　
　
　

２
日
連
続
区
間
賞

で
好
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
20
区
岩

﨑
瑛
選
手
、
21
区
市
丸
智
裕
選
手

の
伊
万
里
中
学
校
同
級
生
コ
ン
ビ

が
『
区
間
賞
リ
レ
ー
』
の
力
走
を

見
せ
日
間
４
位
に
浮
上
、
最
終
日

も
日
間
４
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　
『
襷
愛
』
を
テ
ー
マ
に
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
３
日
間
の
レ
ー
ス
を

戦
い
抜
い
た
伊
万
里
市
チ
ー
ム
は
、

総
合
成
績
４
位
と
な
り
ま
し
た
。

２
日
目
後
半
は
伊
万
里
市
民
セ
ン
タ
ー
で

再
ス
タ
ー
ト
。
16
区
・
吉
田
智
晴
選
手
か

ら
17
区
・
古
賀
慶
彦
選
手
へ
た
す
き
を
リ

レ
ー
（
大
坪
町
・
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
と
り
前
）

区
間
新
含
む
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冬
の
松
浦
路
を
舞
台
に
健
脚
を

競
う
第
61
回
東
西
松
浦
駅
伝
大
会

が
１
月
27
日
、
有
田
町
東
庁
舎
か

ら
唐
津
神
社
ま
で
の
８
区
間
59
・
８

㌔
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
前
半
、
昨
年
優
勝
の

伊
万
里
中
校
区
体
協
が
２
区
の
北

村
弘
樹
選
手
の
区
間
新
記
録
の
快

走
な
ど
で
首
位
の
折
り
返
し
。
後

半
は
、
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
玄
海
町

体
協
に
S
U
M
C
O
、
伊
万
里
中

校
区
体
協
が
粘
り
強
く
食
い
下
が

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
２
位
、

３
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

昨
年
６
位
か
ら
の
躍
進
で
２
位

と
な
っ
た
S
U
M
C
O
は
、
チ
ー

ム
の
若
返
り
が
進
み
『
強
豪
復
活
』

の
手
応
え
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
回
11
位
か
ら
６
位
と

な
っ
た
山
代
町
体
協
が
２
年
連
続

で
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

第
38
回
伊
万
里
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
剣
道
交
流
大
会
が
２
月
10
日

に
国
見
台
武
道
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
市
内
の
12
道
場
か

ら
選
手
120
人
が
出
場
し
、
団
体
戦

（
高
学
年
・
低
学
年
）、個
人
戦
（
男
・

女
）
で
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
の
成
績
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

第 61 回東西松浦駅伝

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会

低
学
年 

無 

尽 

館

高
学
年 

明
星
館
A

優
勝
！

【
写
真
上
】
有
田
町
役
場
東
庁
舎
を
ス
タ
ー
ト
し
た

１
区
の
選
手
た
ち
【
写
真
右
】
前
半
最
後
の
５
区
は

S
U
M
C
O
（
左
・
永
益
邦
弘
選
手
）、
玄
海
町
体

協
（
右
）
と
の
『
三
つ
ど
も
え
の
戦
い
』
を
制
し
て

伊
万
里
中
校
区
体
協
（
中
央
・
斉
藤
裕
樹
選
手
）
が

ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル（
唐
津
市
相
知
町
浪
瀬
中
継
所
前
）

SUMCO 躍進！２位 伊中校区体協３位



申
請
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

●

主
な
事
業
要
件　

▽
１
施
設
に
対
し
３
戸
以
上
の
受

益
者
が
あ
る
こ
と

▽
農
地
が
団
地
化
し
て
い
る
こ
と

な
ど

●

補
助
率　

２
分
の
１

※
採
択
要
件
な
ど
詳
し
く
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先　

農
業
振
興
課
営

農
流
通
係
（　

☎
㉓
２
５
５
７
）

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

●

日　

時　

３
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
演

●

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●

入
場
料　

無　

料

※
託
児
あ
り
（
事
前
申
込
み
）

●

問
合
先　

ク
リ
ー
ン
の
環わ

（
☎
㉒
３
８
９
２
）

　

市
水
道
部
で
は
、
平
成
20
年
度

に
行
う
水
質
検
査
（
上
水
道
分
、

簡
易
水
道
分
）
の
計
画
案
を
水
道

部
管
理
課
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
水
道
水
を
利
用

す
る
市
民
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
参
考
に
決
定
し
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●

意
見
提
出
期
限 

３
月
17
日
（
月
）

　

観
て
・
聴
い
て
・
話
し
て
地
球

温
暖
化
を
考
え
る
『
不
都
合
な
真

実
』
の
映
画
会
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

182008.3

●

受
付
・
問
合
先 

水
道
部
管
理
課

（　

☎
㉓
５
４
０
０
）

　

浄
水
場
管
理
事
務
所

（
☎
㉓
３
０
７
０
）

　

市
で
は
、
多
発
す
る
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
農
作
物
被
害
へ
の
対
策
と

し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
鳥
獣
害

防
止
総
合
対
策
事
業
（
国
庫
事
業
）

を
活
用
し
、
電
気
牧ぼ

く

柵さ
く

な
ど
の
設

置
に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
利
用
を
希
望
す
る

人
は
、
３
月
10
日
（
月
）
ま
で
に

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

水
道
水
の
水
質
検
査

計
画
案
を
公
表
し
ま
す

イ
ノ
シ
シ
被
害
を
防
ぐ

補
助
事
業
が
あ
り
ま
す

お
知
ら
せ

地
球
温
暖
化
を
考
え
る

映
画
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■イベント内容
  【メーン会場】
　▷ライブパフォーマンス（よさこい、エイサー、和太鼓など）

　▷農産朝市（新鮮な野菜や農産加工品など）

  【サブ会場】
　▷ライブパフォーマンス（よさこい、エイサー、ブラスバンドなど）

　▷出店（たい焼き、回転焼き、綿菓子など）、ミニ SL 運行など
■問合先　商工観光課（　 ☎㉓２１１０）
　　　　　本町名店街　吉富（☎㉓３２３１）

会場　メーン会場　�　伊万里駅前公園（JR 伊万里駅前）
　　　サブ会場　　�　本町名店街

やよいまつり

遊びにおいで！

※悪天候の場合は
　本町名店街のみで開催します

日時 3月23日�
　　10：00〜15：00



●

日　

時　

３
月
30
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●

集
合
場
所　

市
役
所
玄
関
前

※
運
動
靴
な
ど
動
き
や
す
い
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い

●

内　

容　

▽
史
跡
探
訪
（
明
星
桜
・
白
蛇
山

岩
陰
遺
跡
な
ど
）

▽
昼
食　

脇
野
の
棚
田
米
で
山
菜

ご
は
ん

▽
山
菜
狩
り
･
も
ち
つ
き
体
験
交
流

●

定　

員　

先
着
50
人

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

●

参
加
費　

１
５
０
０
円

※
昼
食
、
資
料
、
保
険
料
を
含
む
。

当
日
集
金
し
ま
す

●

申
込
期
限　

３
月
24
日
（
月
）

●

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

●

申
込
先　

東
山
代
公
民
館

（
☎
㉘
０
０
０
１
･

㉘
０
８
４
０
）

●

主
催
･
問
合
先　

　

脇
野
よ
か
隊
代
表
浦
川

（
☎
０
９
０
‐
３
７
３
７
‐
２
７
４
６
）

●

日　

時　

３
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●

集
合
場
所　

市
役
所
玄
関
前

●

開
催
場
所　

東
山
代
町
川
内
野

●

内　

容　

ア
ス
パ
ラ
の
収
穫
体

験
と
ア
ス
パ
ラ
料
理
の
ラ
ン
チ

●

参
加
費　

１
８
０
０
円

●

募
集
人
員　

20
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●

申
込
方
法　

市
内
の
主
な
農
産

物
直
売
所
に
申
込
用
紙
と
応
募

箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

※
電
話
で
も
受
付
し
ま
す

●

申
込
期
限　

３
月
10
日
（
月
）

●

問
合
先　

農
業
振
興
課

（　

☎
㉓
２
５
５
７
）

　

図
書
館
協
議
会
と
は
、
伊
万
里

市
民
図
書
館
運
営
の
諮
問
機
関
で

す
。
今
回
、
こ
の
図
書
館
協
議
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●

応
募
資
格　

　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

●

募
集
人
員　

２
人

●

任　

期　

平
成
20
年
４
月
１
日

〜
平
成
22
年
３
月
31
日

19 2008.3

ぼ
し
ゅ
う

脇
野
の
史
跡
め
ぐ
り
と

明
星
桜
を
楽
し
も
う

●

申
込
期
限　

３
月
21
日
（
金
）

●

申
込
方
法　

図
書
館
の
運
営
に

関
す
る
作
文
を
800
字
程
度
に
ま

と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

持
参
ま
た
は
郵
送
で
図
書
館
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先　

　

☎
８
４
８
‐
０
０
２
７　

伊
万

里
市
立
花
町
４
１
１
０
番
地
１

伊
万
里
市
民
図
書
館

（　

☎
㉓
４
６
４
６
）

　

市
同
和
教
育
集
会
所
で
は
、
４

月
か
ら
女
性
を
対
象
と
し
た
料
理

教
室
と
粘
土
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●

受
講
資
格　

市
内
在
住
の
女
性

●

開
催
日
（
４
月
〜
）

▽
料
理
教
室
（
９
月
ま
で
全
６
回
）

　

毎
月
第
１
水
曜
日

▽
粘
土
教
室
（
来
年
３
月
ま
で
全

12
回
）　

毎
月
第
２
金
曜
日

●

時　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

●

会　

場　

市
同
和
教
育
集
会
所

（
立
花
台
二
丁
目
）

●

受
講
料　

無　

料

※
材
料
費
は
別
途
必
要
で
す

●

申
込
期
限　

３
月
21
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先　

市
同
和
教
育

集
会
所
（　

☎
㉒
７
４
６
２
）

　

第
12
回
佐
賀
県
さ
わ
や
か
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が

武
雄
市
・
杵
島
郡
の
会
場
を
中
心

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●

期　

日　

５
月
25
日
（
日
）

●

会　

場　

　

白
岩
運
動
公
園
（
武
雄
市
）
ほ
か

●

実
施
種
目　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
な

ど
24
種
目
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

体
験
コ
ー
ナ
ー

●

参
加
資
格　

佐
賀
県
民
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

※
種
目
に
よ
っ
て
は
出
場
チ
ー
ム

数
な
ど
に
制
限
が
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す

●

参
加
料　

１
人
６
０
０
円

●

申
込
方
法　

　

所
定
の
用
紙
に
参
加
料
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●

申
込
期
限　

４
月
14
日
（
月
）

●

申
込
・
問
合
先　

体
育
保
健
課

（　

☎
㉓
３
１
８
７
）
ま
た
は
各

町
公
民
館

畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン

ア
ス
パ
ラ
収
穫
と
料
理

図

書

館

協

議

会

委
員
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か

料
理
教
室
と
粘
土
教
室

佐
賀
県
さ
わ
や
か

ス
ポ
レ
ク
参
加
者
募
集

3 月16日（日）午前 11 時から瀬戸町瀬戸新田で『菜の花まつり』開催！詳しくは牧島公民館☎㉒5783 まで



202008.3毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の株式会社三光までお願いします（☎㉓５８０８）

インカ・マヤ・アステカ展の招待券を
10組20名様にプレゼントします。
希望する人は、市役所３階広報係まで
お越しください。（先着順）
※電話での予約はできません

日本初上陸 206 点！
神秘の扉が今、開かれる

失われた文明

3月25日（火）〜6月8日（日）
福岡市博物館シーサイドももち

福岡タワー南

開館時間 / 午前 9 時 30 分〜午後 5 時 30 分（入館は午後 5 時まで）

休館日 / 毎週月曜日（5 月 5 日を除く）、5 月 7 日 ( 水 )

観覧料 / 一般 1300 円、高･大生 900 円、小･中生 無料

問合先 /「インカ･マヤ･アステカ」展事務局　☎ 092-724-2843

　　　　 （土･日･祝日を除く午前 10 時〜午後 6 時）　

インカ・マヤ
アステカ展

■応募期限　３月 31 日（月）必着
■賞　品　愛称に採用された方には、
　１万円相当の賞品を贈呈します
■応募先・問合先　〠 840-8570
　佐賀市城内一丁目１番 59 号
　佐賀県税務課税務政策担当
　☎ 0952㉕ 7021　　0952㉕ 7294
　E-mail  zeimu@pref.saga.lg.jp

　県内でのお買い物を呼びかける『Buy さがん県民運動』シン
ボルマークの愛称を募集します。

■応募方法　住所･氏名（ふりがな）･年齢･職業（学校名･学年など）
　･電話番号･愛称を明記のうえ、Eメール、FAX または郵送で
　下記までご応募ください。

お買い物は県内で !!

『B
バ イ

uy さがん県民運動』シンボルマーク愛称募集！

シンボルマーク

服を着た大人とこどものミイラ
（マルキ研究所蔵）C  義井豊

ヒスイ製仮面（カンペチェ博物館
（INAH）蔵）C  義井豊

背景：マチュ･ピチュの歴史保護区

プレゼント
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■㈶省エネルギーセンターのホームページを参考に作成

家庭で
　できる！

今月の省エネと

地球温暖化防止対策
■問合先　生活環境課（　 ☎㉓２１４４）

加減速の少ないエコ運転を心がけましょう。
☆車間距離を詰めたり、速度にムラのある運転をすると、加減速の機会

も多くなり、その分市街地で２％、郊外で６％程度燃費が悪化します。

●ゆとりのあるエコ運転をすると、年間 10,000 ㎞走行する2000CCの普通
　乗用車では…年間でガソリン約 29.3㍑の省エネになり
　　　　 　約 68.0 ㎏の CO2 の削減になります



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
州
No
１
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す

人のうごき
平成 20 年 2 月１日現在
●人口　58,614 人　　（− 38）
　　男　27,980 人　　（− 12）
　　女　30,634 人　　（− 26）
●世帯　21,458 世帯  （＋  6）

（　）は前月比

広報　　　　　 2008-3
■発行日／平成 20 年３月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／山口印刷株式会社

編

集

室

か

ら

　
『
農
民
作
家
』
山
下
惣
一
さ
ん
の
講
演
を
取

材
し
て
知
り
ま
し
た
が
、
和
食
の
食
材
は
約

２
０
０
０
種
類
も
あ
る
そ
う
で
す
。
西
洋
料
理

は
４
５
０
、
中
華
料
理
は
７
０
０
と
い
い
ま
す

か
ら
そ
の
多
さ
は
驚
き
で
す
ね
。
特
集
で
取
り

上
げ
た
よ
う
に
、
伊
万
里
で
は
『
食
の
ま
ち
づ

く
り
』
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
食
文
化
豊
か
な

日
本
の
、『
食
の
ま
ち
』
伊
万
里
に
住
む
私
。
た

ま
に
は
『
冷
凍
』
で
は
な
く
、
子
ど
も
と
一
緒

に
伊
万
里
産
具
材
た
っ
ぷ
り
！
自
家
製
ギ
ョ
ー

ザ
で
も
作
っ
て
み
よ
う
か
な
（
哲
）
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内
か
ら
112
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

 

「
見
出
し
の
付
け
方
、
読
ま
せ
る
工
夫
な
ど
壁
新
聞

と
し
て
の
完
成
度
が
抜
き
ん
出
て
い
た
」
と
審
査
員

に
絶
賛
さ
れ
た
『
制
作
者
』
の
児
童
９
人
は
、
１
月

26
日
に
福
岡
市
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
出
席
し
、
元

気
よ
く
作
品
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、今
回
の
受
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

小
・
中
学
生
『
私
た
ち
の
川
』
壁
新
聞
コ
ン
テ
ス

ト
小
学
校
の
部
で
、
滝
野
小
学
校
３
、４
年
生
の
作

品
『
滝
野
の
宝　

志
佐
川
新
聞
』
が
見
事
、
最
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
が
「
川

の
大
切
さ
を
考
え
よ
う
」
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
６
回
目
と
な
る
今
回
は
、
小
学
校
の
部
に
九
州

滝
野
小　

   

最
優
秀
賞

や
っ
た
ね
！

『私たちの川』
壁新聞コンテスト

　わたしたちの滝野小学校は伊万
里市の西部にあり、学校の前を流
れる志佐川は長崎県松浦市まで流
れています。最初は滝野のホタル
を増やそうと思っていたけど、志
佐川は海までつながっていること
を知って、自分たちのところだけ
きれいになってもいけないなと思
うようになりました。

滝野小学校３、４年    （順不同）

西田 宗平　西村 朝久　平川 雄輝
平川 耕太　川久保 陸　中島 穂高
吉武 彩佳　出雲 美琴　西田 なぎさ

壁新聞づくりにあたって




